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ドはド？（その１）

　ある小学校での授業風景。
教師：「さあ、みんな今日はヘ長調についてのお勉強をし
ましょう。」
児童：「ヘ？長調？」
教師：「そう。今までみんなが見てきた楽譜はハ長調だっ
たので、ここ（Ｃ３を指す）をドと呼んできましたが、今
日勉強するヘ長調では【ファがド】　になります」
児童：「ファがド？」
教師：「そう。そのためには【シにフラット】がつくのよ」

**************************
　実際にはもっとややこしいのですがこれに近い会話が全
国の小学校で行われているのです。
　この会話から子どもたちがヘ長調について理解できてい
るとは到底考えられません。
　混乱原因の一つは、【ヘ】長調で使われた　【ヘ】という
【音名】が【ハ】長調の学習で正しく扱われたかと言うこ
とです。
　戦前の音名唱では「日の丸」を「ハハニニホホニ・ホホ
トトイイト・イートトホハニ・トトホハニホハ」と歌わせ
ました。
　しかし、この曲をニ長調で歌うときは「ニニホホ嬰ヘ嬰
ヘホ・嬰ヘ嬰ヘイイロロイ・ローイイ嬰ヘニホ・イイ嬰ヘ
ニホ嬰ヘニ」となり特に【嬰へ】の発音は「えぃへ」２音
節となり音楽のリズムと一致しません。ちなみに【嬰へ】
という言い方は雅楽の呂旋等で用いた「嬰＝＃」の概念を
無理矢理ハニホにくっつけた先人の知恵であったこともつ
け加えておきます。　
　このように音名唱は音楽にはつきものの【移調】という
場面に極めて不利であることが指摘され、【ひふみ唱】も
行われるようになりました。
　「ひひふふみみふ・みみいいむむい・むーいいみひふ・
いいみひふみひ」数字譜では「１１２２３３２・３３５５
６６５・６ー５５３１２・５５３１２３１」となり、これ
は現在でも大正琴やハーモニカの楽譜として健在です。
　ただこの数字譜にしろひふみ譜にしろシャープやフラッ
トの呼び名がなかったので音名唱程の頻度では出てこない
にしても変化音の呼称はナチュラル読みのままが普通でし
た。
　そもそも　このドレミ等の階名の概念は１１世紀頃でき
たと言われています。Ａ=440Hzの基準音の設定される前
はディアパーソン(Diapason)と呼ばれる基準がありまし
た。それはパイプオルガンの左端の鍵盤（Ｃ１）を８

聖ヨハネの賛歌

フィートの長さのパイプにするという基準です。８フィー
ト律と呼ばれるこのピッチに対してそれより１オクターブ
高い律を４フィート、１オクターブ低いものを16フィー
トとしてストップの名称に添付してきました。これが西洋
における基準ピッチの原型ですが、グィドーが次の「聖ヨ
ハネの賛歌」のそれぞれのシラブルの歌い出しの
（Ut,re,mi,fa,sol,la）の高さが異なるのを利用して今日のド
レミ唱法が誕生したことはみんなが知っていることです。
　

　これでもわかるように「ドレミ」は音と音の関係を示す
いわば「音のステータス」を音名に与えるものだったので
す。本来「ハ」の音には261.63Hz（及びその倍数）の意味
しかなかったものに「主音」や「属音」などのステータス
を与えることにより【調】の概念が付加されたのが【ドレ
ミ＝階名】の概念なのです。
　この【ドレミが階名でハニホが音名】という当たり前の
ことが指導者である教師にもよくわかっていないのです。
　ですから冒頭の「ファがドになる」という意味不明の日
本語が登場したわけです。
　この件については日本の音楽教育学会でも長年論争の中
心にされてきましたが、昭和62年静岡大学で行われたこ
の論争のファイナルマッチにおいて「固定ド唱法も可とす
るが移動ド唱法が望ましい。白鍵読みやハ調読みは非教育
的かつ非音楽的なので誤りであるとし認められない。」と
の結論が出たことをここに再確認します。
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